
   授業計画（シラバス）  

教育内容 専門分野 母性看護学 

科目名 母性看護学方法論Ⅰ 対象学年 2 年生 

単位（時間数） 1 単位（48時間） 講義時間 46 時間 試験時間 2 時間 

講師名 基幹講師／専任教員（沐浴） 実務経験 臨床助産師、臨床看護師 

学習目標 
1）妊婦・産婦・褥婦の特性や身体的変化、心理的社会的変化について理解できる 

2）新生児の身体的特徴や正常に発育するための援助について理解できる 

 

回数 単元・授業内容 授業形態 担当 使用教材 

1 

妊娠期の身体的特性 講義 外来講師 系統看護学講

座「母性看護

学各論」（医学

書院） 

2 妊娠期の心理・社会的特性 講義 〃  

3 妊婦と胎児のアセスメント 講義 〃  

4 妊婦と家族の看護 講義 〃  

5 親になるための準備教育 講義 〃  

6 分娩の要素 講義 〃  

7 分娩の経過 講義 〃  

8 産婦・胎児、家族のアセスメント 講義 〃  

9 産婦と家族の看護 講義 〃  

10 分娩期の看護の実際 講義 〃  

11 新生児の生理 講義 〃  

12 新生児のアセスメント 講義 〃  

13 新生児の健康状態のアセスメント 講義 〃  

14 新生児の看護 講義 〃  

15 新生児の身体の清潔（沐浴） 演習 基幹教員  

16 新生児の身体の清潔（沐浴） 演習 〃  

17 新生児の身体の清潔（沐浴） 演習 〃  
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18 新生児の身体の清潔（沐浴） 演習 〃  

19 新生児の身体の清潔（沐浴） 演習 〃  

20 産褥経過 講義 外来講師  

21 褥婦のアセスメント 講義 〃  

22 褥婦と家族の看護、施設退院後の看護 講義 〃  

23 試験対策    

教科書 系統看護学講座「母性看護学各論」（医学書院） 

参考図書  

評価方法 筆記試験（外来講師の範囲）、実技試験（沐浴） 

 


